
年間授業計画　様式例

高等学校 令和５年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 A、C、E、G

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

6

理科 物理基礎(後期)

理科 物理基礎(後期) 2

（A組：西）（C組：西）（E組：西）（G組：西）

物理基礎(後期)

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

物体の運動について観察、実験などを通して、
様々な運動について理解する。また、それらの
観察、実験などになどに関する技能を身に付け
る。

様々な物体の運動について、観察、実験などを
通して、運動の規則性や法則性を見出し、表現
できる。また、物体の運動のようすについて、
特徴を説明することができる。

物理的な事物・現象に対して主体的に関わり、
理解しようとしているか。また、気づきから課
題を設定し解決しようとする態度を身に付けて
いるか。

数研出版　物理

理科

【 知　識　及　び　技　能 】物理学の基本的な概念や原理・法則の理解を深め、観察・実験などに関する技能を身に付ける。

観察・実験などを通して探究し、規則性や関係性を見出して表現させる。

物理的な事物・現象に主体的に関わり、科学的に探究しようとする態度を養う。

態
配当
時数

２
学
期

〇剛体のつり合い
【知識及び技能】
モーメントについて理解し、剛体に
はたらく力の合力を求める。
【思考力、判断力、表現力等】
剛体にはたらく力の和とモーメント
の和について、どのような関係があ
るか考える。
【学びに向かう力、人間性等】
授業内容について積極的に理解しよ
うとしている。

・指導事項
力のモーメント
剛体のつりあい条件
重心
・教材
教科書、問題集、自作プリント
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
モーメントについて理解し、剛体にはたらく
力の合力を求めることができる。
【思考・判断・表現】
剛体にはたらく力の和とモーメントの和につ
いて、どのような関係があるか考えることが
できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
実験や調べ学習について主体的に取り組んで
いる。

○ ○ ○ 6

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

6

9

〇万有引力
【知識及び技能】
ケプラーの法則、万有引力の法則を
理解する。また、力学的エネルギー
を立式する。
【思考力、判断力、表現力等】
万有引力の式を用いて、物体の運動
について説明する。
【学びに向かう力、人間性等】
授業内容について積極的に理解しよ
うとしている。

・指導事項
ケプラーの法則
万有引力の法則
万有引力による位置エネルギー
力学的エネルギー保存
・教材
教科書、問題集、自作プリント
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
ケプラーの法則、万有引力の法則を理解して
いる。また、力学的エネルギーを立式するこ
とができる。
【思考・判断・表現】
万有引力の式を用いて、物体の運動について
説明できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
実験や調べ学習について主体的に取り組んで
いる。

○ ○ ○ 6

〇円運動と単振動
【知識及び技能】
等速円運動と単振動の特徴について
理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
等速円運動の運動方程式から、物体
の運動について考えることができ
る。
【学びに向かう力、人間性等】
授業内容について積極的に理解しよ
うとしている。

・指導事項
等速円運動
向心力
慣性力と遠心力
単振動の特徴と単振動を表す式
ばね振り子、単振り子
・教材
教科書、問題集、自作プリント
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
等速円運動と単振動の特徴について理解でき
ているか。
【思考・判断・表現】
等速円運動の運動方程式から、物体の運動に
ついて考えることができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
実験や調べ学習について主体的に取り組んで
いる。

○ ○ ○

〇運動量と力積
【知識及び技能】
運動量と力積について、求め方を理
解する。
【思考力、判断力、表現力等】
学んだことをもとに、運動量と力積
の関係について説明できるようにな
る。
【学びに向かう力、人間性等】
授業内容について積極的に理解しよ
うとしている。

・指導事項
運動の変化と力積
運動量保存の法則
分裂する物体
反発係数
衝突と力学的エネルギーの損失
・教材
教科書、問題集、自作プリント
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
運動量と力積について、求め方を理解してい
る。
【思考・判断・表現】
学んだことをもとに、運動量と力積の関係に
ついて説明できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
実験や調べ学習について主体的に取り組んで
いる。

○ ○ ○

〇気体分子の運動と圧力
【知識及び技能】
ボイル・シャルルの法則を理解す
る。気体が熱運動をして壁などの面
に力を及ぼすことから圧力の大きさ
を表す式を導く。
【思考力、判断力、表現力等】
ボイル・シャルルの法則を用いて、
日常に即した課題について考察す
る。
【学びに向かう力、人間性等
授業内容について積極的に理解しよ
うとしている。

・指導事項
気体の圧力と大気圧
ボイル、シャルルの法則
理想気体の状態方程式
気体の分子運動論
・教材
教科書、問題集、自作プリント
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
ボイル・シャルルの法則を理解しているか。
気体が熱運動をして壁などの面に力を及ぼす
ことから圧力の大きさを表す式を導くことが
できる。
【思考・判断・表現】
ボイル・シャルルの法則を用いて、日常に即
した課題について考察することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
実験や調べ学習について主体的に取り組んで
いる。

○ ○ ○

【知識・技能】
内部エネルギーについて理解できている。
気体の状態変化の特徴を理解できている。
【思考・判断・表現】
気体の状態変化と気体がされた仕事について
説明できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
実験や調べ学習について主体的に取り組んで
いる。

○ ○

・指導事項
気体の内部エネルギー
熱力学第一法則
気体の状態変化
モル比熱
熱機関と熱効率
・教材
教科書、問題集、自作プリント
・一人１台端末の活用　等

３
学
期

○ 5

1

〇気体の内部エネルギーと状態変化
【知識及び技能】
内部エネルギーと期待の状態変化に
ついて理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
気体の状態変化と気体がされた仕事
について説明できるようになる。
【学びに向かう力、人間性等
授業内容について積極的に理解しよ
うとしている。

定期考査
○ ○

定期考査
○ ○ 1



1

合計


